
（区南部）  構想区域の特徴【高度急性期】 

【出典】 必要病床数等推計ツール 

1 区西南部 74.6人/日 

2 神・横浜北部 33.1人/日 

3 神・川崎南部 23.1人/日 

1 区中央部 100.1人/日 

2 区西南部 65.6人/日 

3 区西部 21.9人/日 

流 入 流 出 

医療機関所在地 
ベース 

1011.8人/日 
※2040年：1,101.5人/日 

患者住所地 
ベース 

1006.5人/日 
※2040年：1,089.0人/日 

5.4人/日流入 

（流入）      271.1人/日 
（流出）   △ 265.8人/日 

※ 自構想区域完結率：区南部に住所地を持つ患者が、区南部の医療機関に入院している割合 
※ 必要病床数等推計ツールでは、患者等の集計単位が10未満の場合非公表となっている。そのため、本資料では10未満の数値については未集計である。 
 

1／4 

2 0 2 5 年推計患者数 

流 出 入 の 状 況 

（流入）構想区域内の患者割合 

（流出）構想区域内在住の患者入院先 

○ 流出と流入の患者数はほぼ均衡 
○ 流出先・流入元は区部の近隣構想区域と神奈川県がほとんど 
    を占める。 
○ 自構想区域完結率が７３．６％で都内で最も高く、都内隣接区域 
    を含むと９０．１％ 
○ 特定機能病院が２施設所在 

≪凡例≫ 

自構想区域 
患者割合 

73.2% 

（区中央部） 
1.6％ 

（区西南部） 
7.4％ 

（神奈川県） 
6.7％ 

自構想区域 
完結率 

73.6% 

都内隣接区域 
9.0％ 

（区西部） 
2.2％ 

（区西南部） 
6.5％ 

（区中央部） 
9.9％ 

都内隣接区域 
16.5％ 

73.6% 

都内隣接区域を含む完結率 : 90.1% 

参考資料 ２－２ 



（区南部）  構想区域の特徴【急性期】 

【出典】 必要病床数等推計ツール 

流 入 

1 区西南部 179.5人/日 

2 神・横浜北部 65.1人/日 

3 神・川崎南部 49.1人/日 

流 出 

1 区中央部 228.7人/日 

2 区西南部 148.4人/日 

3 神・川崎南部 45.9人/日 

医療機関所在地 
ベース 

2779.5人/日 
※2040年：3075.2人/日 

患者住所地 
ベース 

2847.4人/日 
※2040年：3131.5人/日 

68.0人/日流出 

（流入）      581.7人/日 
（流出）   △ 649.7人/日 

※ 自構想区域完結率：区南部に住所地を持つ患者が、区南部の医療機関に入院している割合 
※ 必要病床数等推計ツールでは、患者等の集計単位が10未満の場合非公表となっている。そのため、本資料では10未満の数値については未集計である。 
 

2／4 

2 0 2 5 年推計患者数 

流 出 入 の 状 況 

（流入）構想区域内の患者割合 

（流出）構想区域内在住の患者入院先 

○ 流出と流入の患者数はほぼ均衡 
○ 流出先・流入元は区部と神奈川県がほとんどを占める。 
○ 自構想区域完結率が７７.２％と都内で最も高く、都内隣接区域 
    を含むと９０.４％ 

≪凡例≫ 

79.1% 

自構想区域 
患者割合 

（区中央部） 
1.2％ 

（区西南部） 
6.5％ 

（神奈川県） 
5.9％ 

自構想区域 
完結率 

（区中央部） 
8.0％ 

（区西南部） 
5.2％ 

（神奈川県） 
2.7％ 

77.2% 

都内隣接区域 
7.7％ 

都内隣接区域 
13.2％ 

都内隣接区域を含む完結率 : 90.4% 

参考資料 ２－２ 



（区南部）  構想区域の特徴【回復期】 

【出典】 必要病床数等推計ツール 

流 入 

1 区西南部 175.8人/日 

2 区中央部 55.8人/日 

3 神・横浜北部 54.0人/日 

流 出 

1 区西南部 166.0人/日 

2 区中央部 142.8人/日 

3 神・川崎南部 41.1人/日 

医療機関所在地 
ベース 

2456.6人/日 
※2040年：2745.6人/日 

患者住所地 
ベース 

2503.5人/日 
※2040年：2782.4人/日 

46.8人/日流出 

（流入）    575.0人/日 
（流出）   △621.9人/日 

※ 自構想区域完結率：区南部に住所地を持つ患者が、区南部の医療機関に入院している割合 
※ 必要病床数等推計ツールでは、患者等の集計単位が10未満の場合非公表となっている。そのため、本資料では10未満の数値については未集計である。 
 

3／4 

2 0 2 5 年推計患者数 

流 出 入 の 状 況 

（流入）構想区域内の患者割合 

（流出）構想区域内在住の患者入院先 

○ 流出と流入の患者数はほぼ均衡 
○ 流出・流入の傾向は、急性期と同様 
○ 自構想区域完結率が、７５.２％と区部で最も高く、都内隣接区 
   域を含むと８７.５％  

≪凡例≫ 

76.6% 

自構想区域 
患者割合 

（区中央部） 
2.3％ 

（区西南部） 
7.2％ 

（神奈川県） 
6.0％ 

自構想区域 
完結率 

（区中央部） 
5.7％ 

（区西南部） 
6.6％ 

（神奈川県） 
3.9％ 

75.2% 

都内隣接区域 
9.5％ 

都内隣接区域 
12.3％ 

都内隣接区域を含む完結率 : 87.5% 

参考資料 ２－２ 



（区南部）  構想区域の特徴【慢性期】 

【出典】 必要病床数等推計ツール 

流 入 

1 区西南部 48.6人/日 

2 区中央部 26.9人/日 

3 神・横浜北部 14.2人/日 

流 出 

1 区西南部 129.6人/日 

2 南多摩 66.5人/日 

3 神・横浜北部 59.7人/日 

医療機関所在地 
ベース 

796.7人/日 
※2040年： 892.6人/日 

患者住所地 
ベース 

1339.4人/日 
※2040年：1471.8人/日 

542.7人/日流出 

（流入）    173.4人/日 
（流出）   △  716.1人/日 

※ 自構想区域完結率：区南部に住所地を持つ患者が、区南部の医療機関に入院している割合 
※ 必要病床数等推計ツールでは、患者等の集計単位が10未満の場合非公表となっている。そのため、本資料では10未満の数値については未集計である。 
 

4／4 

2 0 2 5 年推計患者数 

流 出 入 の 状 況 

（流入）構想区域内の患者割合 

（流出）構想区域内在住の患者入院先 

○ 患者の約半数が流出しており、流出先では、神奈川県が多い。 
○ 医療療養病床は、高齢者人口１０万対で都平均の約７割 
○ 介護療養病床は、高齢者人口１０万対で都平均の約１.６倍 
○ 自構想区域完結率は４６.５％で、都内隣接区域を含んでも６割 
   を切る。  

≪凡例≫ 

自構想区域 
患者割合 

（区西南部） 
6.1％ 

（神奈川県） 
1.8％ 

（区中央部） 
3.4％ 

78.2% 

自構想区域 
完結率 

（南多摩） 
5.0％ 

（神奈川県） 
12.1％ 

（区西南部） 
9.7％ 

46.5% 

都内隣接区域 
9.5％ 

都内隣接区域 
10.5％ 

都内隣接区域を含む完結率 : 57.0% 

参考資料 ２－２ 


